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～瀬戸川で活きる。そして生きつづけたい。～ 
2020 年号（第 17 号） 

 瀬戸川渓谷がイベント＆おでかけ情報サイト「ウォーカープラス」の（行ってよかった紅葉の名所ランキング）で高

知県の一位を獲得しました。昨年は土佐れいほく博の効果もあり、県内はもとより県外からも多くの方がここ（瀬戸川

渓谷）を訪れ、中でもツアーの集客も多く、瀬戸川渓谷の魅力（秘境）で癒されていました。受け入れしたツアー（令

和元年１０月～１１月）も２２団体を数え、ツアー客だけでも 500 名を超える盛況ぶりでした。徳島からツアー客の方

には「吉野川の上流にこんな綺麗なところがある」と驚いた様子を見せてくれた。ネットの情報で瀬戸川渓谷の魅力が

発信されるにつれ、これからも多くの方に楽しんでいただければと思います。 

 

11 月 9 日（土）、瀬戸ツリーテラス前広場にて、瀬戸川地域を応援するボ

ランティア団体「瀬戸川ロマン」が、瀬戸川渓谷の紅葉を見に来た観光

客を、猪汁やおにぎりでお接待しました。 

県内外から来たお客さんは、思わぬお接待に、「え？うれしい！！ここで

ご飯を食べれるとは思わなかった。とてもおいしい！」「バイクで来て冷

え切ってたところだったのでお汁がありがたい。心も体もあったまりま

した」などたくさんの声掛けをいただいていました。瀬戸川ロマン代表

の藤田光三さんも「初めての試みだったがやってよかった。こんなに喜

んでくれてうれしい。来年も続けてやりたいねえ」と話していました。

昨年 2 月に団体が立ち上がった瀬戸川ロマンはこれまで、瀬戸川渓谷ま

での案内板や、おすすめの観光スポットへ手作りの看板を設置したり、

あめがえりの滝付近へ紅葉の苗木植樹などの活動を行ってきました。 

 

 
嶺北高校のクラブ、嶺北ユースネイバース（通称 RYN）は、れいほく博
に合わせて嶺北のお土産を作ろうと商品開発を、地元スーパーの

（株）末広さんと昨年度末より約 1 年かけて行ってきました。出来上が

ったのは嶺北の食材をふんだんに使ったピザ３種類。この日の時点で
はまだ商品化される前でお披露目となりました。お客さんは「おいし

い！」「一つ欲しいけど家に買って帰れるの？」など、大変好評でした。こ

れから末広ショッピングセンターの商品の一つとして販売が始まるそ
うです。ぜひ 1 度食べてみてください★ 
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「瀬戸川だより」に対する感想・お問合せはこちらへ！！ 

【南川】〒781-3742 土佐町南川 1224-2 南川会館 小林聖花宛て email：minagawa@utopia.ocn.ne.jp    

【瀬戸】〒781-3337 土佐町瀬戸 658 瀬戸ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 岡林孝通宛て email：okabayashi@herb.ocn.ne.jp 

２０２０年が明けてひと月が過ぎましたが、皆様いかがお過ごしですか。 
瀬戸川だよりも早いもので５年目に入りました。 
今回は視点を変えて冬場の仕事と家の行事をまとめて[ふゆしごと]でご
紹介します。 

２０２０年２月現在の人口など 

南 川 

下瀬戸 

黒 丸 

『瀬戸川渓谷流域の観光を進めるにあたって』 

瀬戸川渓谷流域は、相川地区の棚田風景とともに土佐町が誇

る美しい景観地です。この素晴らしい自然景観美を通しての

観光を交流人口の拡大へと繋げていき多くの町内外の方々に

瀬戸川地域に関心を持ってもらうことで少しでも地域の保全

活動に結びつけていければと思います。 

今までは、残念ながら物見遊山の通過するだけの観光になっ

ており、それでは地域の交流人口の拡大へとは結びついない

のが現状です。そこで観光客の皆さんへ地域経済波及効果の

取組を行うことを地域交流の場として活用していければとの

思いから、昨年の紅葉シーズンに土佐れいほく博期間中とい

うこともあり急遽、団体ツアーのお客様に地元おもてなしガ

イドと地元直販市や山里弁当等の有料サービスの仕組みを提

供させていただきました。お客様からは、「ガイドさんのご案

内が楽しく瀬戸川渓谷遊歩道が素晴らしい」と反響をいただ

き、直販市の地元産品のお買物も大変喜んでいただきました。 

以上のような昨年度の結果から地域の受入れ体制が少しずつ

でも構築していければ瀬戸川流域地域のファンの増加と地域

の活性化に結びついてゆくのではないでしょうか。しかしな

がら、昨年度は地域の方々へのこうした取組のご説明とご協

力のお願いが出来ておらずご迷惑をおかけしました。今年は

昨年度の取組を再検討し、地域の方々にもご相談をさせてい

ただいて紅葉シーズンの観光客の皆さんのより良き受入れ体

制を考えていきたいと思っておりますのでご協力の程よろし

くお願い致します。土佐町役場 企画推進課 島﨑直文 


